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冨兄

範

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
の
學

説

に
關

し
て

幅

田
博
士

の
教

を
乞

ふ

(
一
)

目
次
1

「

緒
言

二
、

五
、

ス
ミ

ス
の
道
徳

哲
學

九
、
結

論

谷

口

吉

彦

ス
ミ

ス
と
資

本
・主
義
輝

濟
學

三
、・
ス
ミ

ス
と

重
商

主
義

四

、

ス
ミ

ス
と
債
格

経

濟
組

織
(
以

上
本

號
掲

載
)

六
・
「
諸
因
民
9の
富
」
の
第
五
谷

に
就
て

七
、

そ
・三

の
倫
理
學
競

八
、
「
厚
生
哲
學

」
及
び

暴

三
帝
國
」
に
就

て

一

ア
ダ
ム
。
ス
ミ

ス
の

生
誕

二
百

年
を

記
念
す

る
拒

め
に
、
彼
れ

の
學
説

に
関
す

る
劣
数

の
勢

作
が
湿
舌
學
界

に

提
供

せ
ら

れ
陀

こ
ご
は
、
私

共
後
學

に
ご

つ
て
ど

れ
程
仕
合

せ
な

こ
ご
で
あ

っ
把
ら
う

か
。
中

に
就

き
瀬

田
博
士

が
最
近
嚢

せ
・
れ
把
所
の
「厚
籍

學
の
闘
古

し
・
の
・
ダ
凱

・
・
」
患

す
・
婁

は
。
是
等
多
数
の

労

作
中
景

も
特
色
あ

る
も

の
、

一
で

あ
ら

う
。
私

の
常

に
尊

敬
す

る
輕
濟

學
者

の

一
人

で
あ
り
、
ま
セ
吾
が
経
済

學
界

に
於
け

る
最
高
権
威

の

一
人

で
あ

る
博
士

の

論
文
に
謝

し
、
私

は
.特
殊

の
興
味
を
有

っ
て
精
讃

し
紀
。
博
士

読
.
.苑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
學
「説
に
關
し
て
胴
囲
博
士
の
駄
を
乞
ふ

第
十
八
巻

(第
五
號

九
九
)

九
六
一

1)商 學研究、第三窃第二眈o



瞬

苑

ア
グ
・
三

二

の
母
讐

聞
し
て
欝

簿
士
の
敏
を
乞
ふ

筆

八
省

(第
轟

δ

σ
)

九
六
二

の
捉

へ
ら

れ
だ
問

題
は
、

ス
.、、
ス
に
於

け

る
経

済
學

ご
倫
理
學

ご
を
如
何

に
結
合
す

べ
き
か
、
即

ち
纒
濟
生
活

ご

倫

理
生
活

ご
が
如
何

に
調

和

さ
る
べ
き
か

の
問

題

で
あ

っ
て
、
其

は
必
ず

し
も
新
ら
し

い
も

の
で
は
な

い
。
私

の

寡
聞

に
し

て
誤

り
な
け
れ

ば
、

そ
れ

は

ス
ミ
ス
の
死
後

ま
も
な
く
、
彼
れ

の
友
人

ス
テ
ゥ
ア
ト
に
依

っ
て
提
供

せ

ら
れ
、
其
後
多

く

の
學
者

の
頭
を
簡

ま
し

把
澗

題
で

あ

る
。
吾
國

で
は
既

に
大

正
七

年
藤
井

健
次
郎
博
士

に
依

つ

ヨ

て
之
に
關
す

る
有
益
な
論
文
塀
登
表
せ
ら
れ
、
(註
)
這
回
の
機
曾
に
も
亦
長
谷
田
泰
三
氏
が
同

一
の
問
題
を
主
題

お

ご
し
て
取
扱

っ
て
居

ら
れ

る
。
然

る
に
瀬

田
博
士

の
研
究

は
、
是

等
の
同

じ
問

題

に
關
す

る
講
論

の
中
、
特

に
著

し

き
特
徴
を
有

す

る
も

の
で
あ

っ
て
、
私

は
今

更

の
如

く
博
士

の
着
眼

に
敬

服

せ
ざ

る
を
得
な

い
。
併

し
乍
ら
同

時

に
ま
セ
私

は
、
博
士

の
所

論

に
謝
し

て
多
く
物

疑

問

の
湧

き
出

つ
る
を

禁

じ
得
な

か

っ
た
。
、「
學
問

は

闘
争

で
.

あ

り
:
.・:
;
眞

理
は
闘
争

の
間

に
見

出
さ

る
、
』

こ

い
ふ
博
士

の
言
葉

に
煽
動

さ
れ

て
、
蟷
螂

の
斧
を
揮

は
ん

こ

す

る
程
私
は
自

惚
れ

て
居
な

い
。

け
れ

ど
も
既

に
疑

を
有
し

て
質

さ

い
る
は
學

に
忠
實

な
所

以
で
も
な

く
、
博

士

を
尊
敬

す

る
所

以

で
も
な

い
。
敢

て
博
士

の
教
を
仰

ぐ
次
第

で
あ

る
。

(註
)
此
の
論
文
は
大
正
七
却
四
月
十
四
日
東
京
帝
国
大
學
文
科
文
學
哲
學
會
の
春
季
公
開
講
演
に
於
て
、
藤
兆
博
士
が
獲
表
せ
ら
れ
た
も
の
玉
筆
謳

で
あ
る
。
常
時
東
京
に
居
た
私
は
、
此
の
講
筵
に
侍
し
て
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
名
を
深
く
印
課
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
満
六
年
を
経

過
し
た
今
日
、
博
士
の
論
文
を
新
た
に
謹
み
か
へ
し
て
、
今
昔

の
感
慨
に
堪
天
ぬ
も
の
が
あ
る
。

旛
田
博
士

の
主
張

に
依
れ
ば
、

ス
ミ

ス
は
、
ム
ー日

普
通

に
言

は

る
、
如
く
資
本
主
義
経
済
學
者

で
も
な
く
、

又
.

利
己
主
義

経
済
墨
・者

で
も
な
く
、
彼
れ

の
経
済
學

に
於
て
主

張
す

る
所

は
、
経
済
生

活

の
自
然
法

則
観

で
あ

る
。

ヌ
彼

れ
は
道

徳
戚
情
論
者

で
も
な
く
、
伺
情
論
者

で

も
な

く
、
彼

れ
の
倫

理
學

に
於

て
提
唱
す

る
所

は
、
倫
理
生

2)『 アダ ム ・ス ミス の根 本思 想 に就 て』 哲 學 雑 誌 第 三十 三 巻第 三 百 七 十 七 號(大

正 七年 七 月一 日焚 行)。

3)『 アダ ム・ス ミス と利 己心 』処満 塁論 集 第 二 審 第 一 號 。
4)商 學 研 究 、 前掲 號 、 三 九 〇 頁o

■



活
の
理
性
法
則
観
で
あ
る
。
さ
う
し
て
此
の
維
濟
生
活
ご
倫
理
生
活
ご
が
調
和
し
統

一
せ
略
る
、
所

の
も
の
は
國

家
生
活
で
あ
・
、
此
の
国
家
生
活
に
馨

る
統
制
原
謬

國
民
の
議

で
あ
を

主
張
す
"。
。
.從

っ
て

ス
、-、
あ

學
説
は
・
正
し
藩

士
の
唱
道

さ
る
・
厚
生
哲
學

三

致
す

る
も
の
で
あ
り
、
彼
れ
は
厚
生
哲
學

闘

志

し
て

.

生
涯
衡

を
続
け
祀
も
の
だ
三

・呈

に
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、
博
士
は
喜

ス
.、、
ス
に
於
て
其

の
有
力
な
。
同

志

を
磯

見
さ
れ
忙
諜
で
あ
り
、
他
方

か
ら
言

へ
ば
、

博
士

は

ス
ミ

ス
の
再

現
で
も

あ
る
。
併

し
乍

ら
事
實

は
果
し

て
さ
う

で
あ
ら
う
か
?

私

は
之
.に
つ

い
て
少
か
ら
ざ

る
疑
を
有

つ
。

以
下

私
は
順
次
そ
れ

に
つ
い
て
激

を
乞

ふ

で
あ
ら
　
・
疑
問
の
禦

は
.必
ず
し
も
博
士
が
論
述
の
序
を
追

っ
た
も
の
で
も
な
一
、
叉
理
論
蔑

上

の
順
序
を

追

つ
托
も
の
で
も
な

い
。

一
に
私

の
便
宜

に
從

っ
て
排
列
し
陀
も

の
で

あ
る
。

=

.

私
見

づ
ス
三

養

奎

義
経
濟
學
あ

問
題
に
撃

博
士
の
敢
を
仰
ぎ
肇

。
博
士
・
よ
れ
ば
、
『
ア
ダ

ほ

ム
・
ス
ミ
ス
は
今

日
所

謂
資

本
土
義

の
経
済
學

に
謝
し

て
は
屡

々
抗

争
し

て
居

る
」
も

の
で
あ
り
、
且

つ
叉
彼

れ
は

う

成

る
藻

・
於
け
・
轟

圭
巽

で
匁

か
ら
、
其
の
理
由
に
依
っ
て
彼
れ
は
美

嚢

讐

學
の
代
表
者
で
な

い
ご
言
は
る
、
・
私
は
篁

に
、
雷

博
士
の
言
は
る
養

奎

義
経
濟
離

・
は
何
を
意
味
す
る
か
反

そ
れ
ご

軍
國
主
義
あ

間
・
如
理

る
關
係
あ
り
詰

め
ら
ミ

か
.に
就
き
、
博
士

の
磐

受
け
把
.い
。
河
上
博
吉

從

へ
ば
、
資
本
主
義
脛
濟
學

ご
は
、
第

一
に

『
資
本
主
義

の
維
濟
組
織
の
下
に
於
け
る
各
個
人
の
利
己
的
活
動

の
是

認
]
を
以
つ
、て
其

の
根
本
主
張

の

一
こ
な
し
、
第
二
に
其
の
必
然

の
結
果
こ
し
て
、
資
本
主
義
の
経
済
組
織
の
下

號

苑

ア
{

・
ス
・'三

の
叢

隔

・
て
輻
出
塁

の
整

乞
ふ

、
第
+
霧

(第
五
號

一
。

こ

九
六
三

駈)

6)

7)

商學研究、前掲號、三九二頁。

同上、四〇三頁。

河上博士著、資本主義経済學の史的獲展、一三六頁。



説

苑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
學
説
に
聞
し
て
幅

田
博
士

の
教
を
乞
ふ

第

十
八
巷

〔第

五
號

一
〇

二
)

九
六
四

ω

に
於
"
る
自
由
放
任
政
策

の
主
張
を
他
の
根
本
的
特
徴
こ
な
す
も

の
で
あ
る
。

さ
う
し
て
そ
れ
が
資
本
士
山義
絶
濟

の

學
ご
謂
は
る
、
の
は
、
其
の
結
論

に
於
て
「
資
本
主
義
の
永
遠
性
の
主
張
」
を
産
み
出
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
が
、

も
し
斯
學
を
以

っ
て
此
の
如
く
槻
念
ず

る
場
合

に
は
、
そ
れ
は
軍
國
主
義
若
く
は
國
家
主
義

ご
は
概
念
上
全
く
別

種
の
筑
穂

に
屍
す
る
。
換
言

せ
ば
軍
國
主
義
者
で
あ
る
ご
言
ふ
こ
ご
は
、
資
本
主
義
者
で
あ
る
こ
ご
を
も
胤
會
主

義
者
で
あ
る
こ
ご
を
も
意
味
し
得
な
い
横

に
思
は
れ
る
。
然

る
に
博
士

は
、
資
本
主
義

ご
軍
國
主
義
ご
が
恰
も
両

辛

べ
か
・
ざ
・
醤

概
婁

・
か
の
如
く
考

へ
ら
れ
・
ス
ミ
ス
が
「
国
防
の
必
要
を
説
き
緊

軍
隊
の
必
要
な

る

こ
ご
を
主
張
塗

る
」
事
實
を
以
っ
て
、
『
彼
れ
が
資
本
主
義
経
濟
學

の
樹
立
者
で
な

い
こ
い
ふ
こ
ご
を
最
も
有
力
に

り

じ

の

讃
慷
立
て
る
」

こ
せ
ら
れ
、
彼
れ
は

「
資
本
主
義
的
で
は
無
一
し
て
寧
ろ
軍
國
主
義
的
で
あ
る
]

ご
言
は
る
、
。

私

の
見

る
所
に
依
れ
ば
、
資
本
主
義
ご
軍
団
主
義

ご
は
概
念

の
範
購
を
異
に
す
る
か
ら
、

ス
ミ
ス
が
軍
国
主
義
者

で
あ
る
こ
ご
が
事
實
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
事
は
抽
象
的
に
は
彼
れ
の
資
本
主
義
者
で
あ
る
か
沓
か
を
示
す

も
の
で
は
無

い
ご
思
ふ
が
、
併
し
實
際
に
は
、
資
本
主
義

の
経
済
組
織
の
下

に
於
て
資
本
家

の
同
的
こ
す

る
資
本

の
蓄
積
を
遂
行
す
る
爲

め
に
は
、
常
に
他
の
杜
會
組
織
叉
は
他
の
階
級

ご
接
鯛
す
る
こ
ご
を
要
し
、
從

っ
て
資
本

主
義
の
登
展
す

る
途
中
に
は
、
常

に
他
の
肚
會
叉
は
他
の
階
級

に
封
ず
る
腿
制
手
段
を
必
要
ご
す

る
か
室

資
本

る

ゆ

主
義
は
實
際
に
於
て
軍
國
主
義
者
一
は
國
家
主
義
を
伴
ひ
易

い
傾
向
を
有
す
る
α
私
は
此
の
鮎
に
就
き
:

フ
デ
巧

の
言

ふ
所

を
左

に
引

肚
す

る
で

あ
ら
う
。

.

『資

本
主
義

そ
の
も
の
が

李
和
的

で
あ
る

こ

い
ふ
結

論
は
、
資

本
主
義

が
そ
の
性
質

上
好
職

的

で
あ

る
こ

い
ふ

仮
封
の
結
論
の
誤
り
で
あ
る
筒

砦

、
誤
謬
で
あ
る
。
…

・…

そ
れ
故
に
吾

々
の
結
論
は
,
資
奎

義
奉

和

塁1
10)
12)
14)

15)

同 上 、 一 七 四 頁o
河 上博 士 著 、 肚曾 問題 研究 、第 四十 五 珊 、 一 二 瓦(癌 班 一五 九 二 頁)。

醒r鴇 響 ・四。頭 ・ 拐 蹉:韻 鴇:
RosaLuxemburg,DleAkkumしTlationde5Kapi亡a15,32Kapitel=Der

MilitarismusalsGebietderKipitalakkumulation(SS.43【 一446).

LouisB.BoudiD,SocialismandWar(lgl6).
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的

で
も
な
く
好
職

的
で
も
な

い
が
、
唯
其

の
螢
展

の
階

段

を
異

に
す

る

に
從

っ
て
、

或
は
李
和
的

の
、
或
は
好
戦

的

の
傾
向
を
探

る
に
過

ぎ
な

い
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ

る
。

『
資
奎

義
的

蕃

の
生
涯
を
ぱ
、
此
の
目
的

捷

っ
て

分
割
す
る
な
ら
ば
、
三
期
手

る
.、
。
が
出
来

。
。

…
…
・..其

の
若
き

時
代

に
あ

っ
て
は
、
資
本
主
義

は

職
圃
的

で
あ

る
。

そ
れ

が

少
年

か
ら

成

人

に
成
育

す

る
に

は
・
警

の
馨

を

件
ふ
が
、
…

・三

驚

成
人

・
達
し
養

は
、
資
奎

義
皐

和
的

暮

っ
て

來
。
。

…

…

然
る
に
資
李

薬

!

此

の
語
を
解
し
て
自
由
競
争
の
原
則
呈

脚
せ
・
肚
會
で
あ
る
手

・
な
癌

一

真
の
全
盛
期
を
経
過
し
て
、
下
り
阪

に
な

っ
て
来

る
ε
、
恐
ろ
し
く
癇
癪
を
起
し
て
、
其

の
初
期

の
好
戦
的

ゆ

傾

向

に
復

へ
る
』

ご
。

か
一
の
如
く
資
奎

義
其
の
も
の
畳

國
的
で
も
な
年

和
的
で
も
?

、
唯
其
の
震

の
階
段
に
於
て
軍
國

嚢

籍

ぴ
付
£

き
多
あ

讐

を
享

・
も
の
・
す
れ
ば
、

ス
・、
ス
藁

し
て
博
士
の
　・ロ
は
る
＼
様
輩

國

義

者
で
あ
っ
馨

し
て
も
、
此
の
事
は
、
『
彼
れ
が
資
奎

義
経
輩

の
翌

者
で

な

い
こ
い
ふ
..、
。
を
最
も

有
力

に
馨

立
て
畠

も
の
で
あ
・
・
は
思
は
れ
な

・
。
東
西
古
含

量

鑑

曉

せ
ら
る
、
盟

博
士
が
養

奎

義
ご
帝
國
主
義
菅

は
軍
園
主
蓉

が
如
何
に
相
結
ん
で
進
み
來

つ
巽

を
看
渦

さ
る
、
筈
は
な

い
。
私
は

之
を
不
思
議

に
思
ふ
。

唯
脅

博
士
の
請
け
る
春

本
主
義
若
激

資
本
主
蓬

濟
學
が
、
今
日
並、響

言
は
ミ

そ
れ
ご
は
別
種
の

も

の
で

匿
な

い
か
の
疑

が
起

る
。

さ
う
し
て
然

る
限

り
に
於

て
は
、

ス
ミ
ス
は
資
本

主
義

経
済
學

の
創
設
者

で
は

あ
b
得
な

い
か
も
知

れ

狙
。
且

つ
又
資

本
主
義

を
如

何

に
観
念
し

よ
う
こ
も

そ
れ
は
論
者

の
自
由

で
あ

り
、

紀

い

覗

苑

・
ダ
…

二

の
學
書

關
・
て
輻
田
博
士
の
整

乞
ふ

筆

入
巷

(第
五
號

δ

三
.

九
六
五

工6)Lou量sB,Boudin.ibld・,PP・48-49・

17)稲 田 博 士 、 商 學 研 究 、 前 掲 盟 、 四 〇 三 頁 。



設

苑

ア
ダ
ム
,
ス
ミ
ス
の
學
読
に
關
し
て
麗
田
博
士
の
教
を
乞
ふ

第
十
入
巷

(第
五
既

一
〇
四
)

九
六
六

見
解
物

相
蓮

に
過
ぎ
な

い

問
題

で
は
φ

る
が
、
併

し

憶

う
な

ぢ

ご
、

博
士
の
否
定
論
は
内
『
世

の
中

に
行

は
れ

て

ロ

む

居
る
」
所

の

『
ス
、・、
ス
は
資

本
主
義

縄
濟
學
者

で
あ
る
]
こ
の
説

に
謝

し

て
は
、
全
く
無
意
味

の
も
の
こ
な

っ
て
了

ふ
で
あ
.ら
う
。

次
に
博
士
が

ス
、・、
ス
の
資

本
主
義
経
済
學

者
な

る

こ
ご
を

否
定

せ
ら

る
、
有
力
な

第

二
の
論
撮
」こ
し
て
、
『
國

富
論
㌃

も
な
け
れ
ば
溢

徳
威
情
論

の
中

に
も

な
く
て
、

他
人

の
編
纂
し

だ
グ
ラ

ス
ゴ
ー
大
學

の
講
義
筆

記

の
中

に

り

あ
る
』

ご
繰
返

し
蓮

べ
ら
れ

る
所

の
も

の
は
、

ス
)
ミ

ス
が

「
商

業
的
精
神
、

近
頃

の
言
葉

で
』爵
へ
ば

8
富
農
ω昏

・・三
峠
業

主
藷

綿

か
ら
生
害

不
便
蕪

プ

製

し
て
居
・
蕊

ふ
葺

で
あ
・
・
私
は
先
づ
ス
ミ
ス

の
列
星

し
た
三
個
の
不
便
.
〔営
8
口く
①鼠
。丙
湧
)
が
、

商
業

的
精
神
若

く

は
資

本
主
義
的
精
神

か
ら
生
す

る
缺
陥

で

あ

る
か
ど
う

か
、
ヌ

ス
、、、
ズ
が

事
實
左
標

に

解
し

て
居

把
か

ど
う

か
を
吟
味
し

て

見

担

い
。
謂

ふ
所

の
不
便

ご

は
、
「
第

一
に
商
業
的
精
棘

こ
い
ふ
も

の
は
人

の
見
識

を
狡

く
し
て
し
ま

ふ
♂
」

『
第

二
に

商
業
的
精
神

が

は

や
る

蕊

含

國
・
警

…

も
・
が
野

帳

れ
・
醐」
第
三
に
『粟

の
他
の
悪
し
き
董

は
人
間
の
塁

を
挫

　

く
:
:
.・,・.軍
事
的
精
帥
を
清
瀬

せ
し
む

る
』

こ
い
ふ
貼

で
あ

る
が
、
然

ら
ば
.何
故

に
商
業

酌
精

神
は
是
等

の
缺
陥

も

も

を
齎
ら
す
の
で
あ
ら
う
か
?
.

そ
れ
は
言
ふ
迄
も
な
一
分
業
が
行
は
れ
る
結
果
、
入
間
の
生
活
が

示

局
部

に
限

め

し

も

定

さ
れ

て
し
ま

ふ
か
ら

で
あ

る
。
然
ら

ば
そ
れ

は

「
商

業

的
精

神
か
ら
生
す

る
不
便
一

で
は
な

く
、

か
菊

か
ら
生

す

る
不
便
で

は
な
伽

ら
う

か
?
.

成

る
程

ス
ミ

ス
自

身
も

国
勢
ご
㈹

ざ

日

"
8
日
目
臼
。ず
一
畳

鼻

こ
い
ふ
文
字

を

ゆ

使
っ
て
は
居
る
粧

併
し
璽

の
慧

が
遷

海

か
つ
な

、
・
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
れ
は
第

三

「
そ
れ
が

人
々
の
見
解
を
狡
く
す

る
」
理
由
を
述
べ
て
、
「
分
業
が
完
全
に
進
ん
だ

所
で
は
、
あ
ら
ゆ
る

人
間
は

一
の
軍
純

1　騨醗響・騨　鷺
翠 盤 占,鼠鵯1.翠

19)同 上.三 九二 頁 。

同 上 、 四 〇四 頁 。
同 上 、 四Q五 頁。

同 上 、 四〇 五 頁。ibid
.,p.255.

り
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ラ

　

い

し

な
る
作
業
の
み
を
爲

・
詮

な
ら
塵

か
ら

三

一呂

、
第

二
に
『
警

が
大
鑑

か
・
・
れ
・
」
の
は
、
雰

業
が

総
て
の
職
業
を
極

・
て
麗

な
作
誉

化
し
乏

ま

ふ
か
ら
、
極
・
て

幼
少
な
孟

を

蒲

す
る

機
諺

興

ヘ

コ

ま

る
プ

ら
誉

言
ひ
・
第
三
に
『
そ
れ
が
入
間
の
勇
気
を
挫
き
軍
講

精
帥
を
識

せ
し
・
・
」
の
は
、
『
分
業
聡ヨ

て
の
粟

に
於
て
無
限
に
行
は
れ
・
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
考

へ
が

蒋

定
の
事
柄
に
關
し
て
の
み
働
く
」

か

ら
で
あ

る
ご
云

ふ
。
是

に
由

り
て
観

れ
・ぱ
、

ス
ミ
ス
の
言

は
ん
こ
す
.る
所

も
亦
、
是
等

の
『
不
便
』
が
総

て
直
接

に

蔓

か
ら
生
す
る
こ
い
ふ
に
あ
っ
セ
・
・
は
明
ら
か
.で
あ
・
。
而
し
て
子

・、
ス
が
更
に
思
索
を
進
め
奇

の
、
『
諸

国
民
の
富
」

に
於
て
は
、
是
等

の
事
柄
は
明
ら
か
雰

業
の
弊
害
已

て
述

べ
ら
れ
て
居
る
。
寡

業

の
結
果
こ

し
て
如
何
に
人
間
の
精
紳
能
力
が
阻
害

せ
ら
れ
、
其
人
の
見
解

が
狭
劫
ら
れ

る
か
に
就
き
、
『
諸
国
民
の
富
」
に
謂

ふ
所
を
引
用
し
て

一
例
を
示
す
な
ら
ば
、

『
分
業
の
進
む
に
從

っ
て
、
勢
働

に
よ
っ
て
生
活
す
る

人
々
即
ち
大
多
数

の
人
々
の
仕
事
は
、
極
め
て
軍
純
な

一
二
の
作
業

に
限
ら
れ
て
来
る
。
然

る
に
大
多
数
の
人
々
の
理
解
力
は
、
彼
等

の
日
常
の
仕
事
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
人
の
杢
生
活
が

一
二
の
輩
純
な
作
業
を
爲
す
泥
め
に
費
さ
れ
、
ま
陀
其
仕
事
の
結
果

が
恐
ら
く
箒

に
殆
ん
ど
ヌ
塞

く
同
様
で
あ
る
所

の
分

は
、
彼
れ
の
理
解
力
を
働
か
せ
る
讐

を
真

な
い

:
・…
…
從

っ
て
彼

れ
は
自
然

に
か

、
る
理
解
力
を
働

か
す
脅
慣
を
失

ひ
、

さ
う
し
て

一
般

に
馬
鹿

ざ
な

り
無
碧

こ

な

っ
て
来

る
。

覆

れ
総

神
の
盤

な
・
嘉

、
彼
を
し
て
理
論
的
な
會
話
を
味
つ
守

之
に
讐

容
発

b
す
・
・、
墓

不
可
能

な
ら
し

め
る
の
み
な

ら
す
、
寛
大
な

、
高
街

な
、
優

し

い
誠
情
を
懐

く

こ
ご
が
出
家

な
く
な

る
。
そ

の
結

競

売

ア
ζ

三

三

の
學
嘗

關
七
工
留

博
士
の
整

乞
ふ

筆

八
巻

(第
轟

δ

五
)

染

七

28)
29
30
31
82

ibid.,255・P・

ibid.,p,256.

ibid.,P.256.

ibid..,p.257・

ibid.,p・257・

一



雫

麗

麗

ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
の
學
設
に
関
し
て
稲
田
博
士
の
敏
を
乞
ふ

第
十
八
巻

(第
五
號

一
〇
六
)

九
六
八

果

こ
し

て
、

私
的
生

活

の
日
常

の
義

務

に
關
す

る
多

ぐ
の
事
柄

に
就
て

は
、
彼
れ

は
全
く
判
断

す

る
こ
ご
が
出
来

な

い
。

「
彼
れ

の
國
家

の

利
害

こ

い
ふ
襟

な

大

き
な
廣

い

事
柄

に
就

て
は
、
彼

れ
は

全
然
判
断

す
る

こ
ご
が

出
家

な

い
。

さ
う
し

て
極

め
て
特
別
な
訓
練
を
な
す

で
な

け

れ
ば
、
戦

時

に
於

て
彼
れ

の
國
家
を

防
衛

す

る
こ
ご
は
等

し

く
不
可
能
で

あ
る
。
彼

れ

の
固

定
的
な
生
活

の
不
獲

な

る

こ
ご
が
、
自
然

に
彼

れ
の
精
棘

の
勇
気
を
挫

き
、

さ
う

し
て
彼

を
し

て
…
…

,..冒
険
的

な
兵
士

の
生

活
を
嫌

忌

せ
し

め

る
。
が

く

の
如
く
し

て
彼

れ
自

身

の
特
定

の
職
業

に
於

け

る
熟

達
は
、
彼

れ

の
精
神
的
、

肚
會

的
、

及

び
軍

事
的
能
力

を
喪

ふ

こ
ご
に
よ

っ
て
獲
得

さ
れ

る
様

に
見

え

る
o

…
…
…

『
彼
等

は
敷
育

の
だ

め
に
割

く

べ
き
時

間
を
殆

ん
ど

持

た
組
。
彼
等

の
両
親
は
、
幼

少
な

彼

等
を

養

ふ
こ
ご
さ

へ
出
家

か
ね

る
か
ら
、
.彼
等

は
働

く

こ
ご
が
出
来

る

や
う

に
な

る
ご
、

直
ち

に
自
分

の
生
活
資
料

を
儲

け
得

る
何

ヨ

ロ

か
の
職
業

に
就

か
ね
ば
な

ら

ぬ
冒

ご
言

ふ
。

り

術

ほ
是
等

の
事

越
「
諸
國

民
の
富

」
の
他

の
個
所

に
於

て
も
繰
返
し
述

ぶ

る
所

で
め

る
が
"
今

は
こ
れ

以
上
引
用

す

る
を
要
し
な

い
。
博
士

が

『
そ
れ

は
不
幸

に
し
て

宅

。国
津
げ
駄

宕
四
ま

房

に
は
な

い
。
叉

ζ
。
邑

ω
8
二
日
8
房

・
も
な
・
。
.併
し

・き

　

・:

廼

・
・・
…
ぎ

・
。
・遷

二

あ

る
の
で
あ
　

す
罠

三

二。
は
る
、
是
等
の

事
柄

が
、
幸

か
不

幸

か

を

。・
ぎ

。
身

・
ま
…

に
於

て
、
此

の
如
一
明
瞭

に
述

べ
ら
れ

て
み
る
・

然

ら
ば
此

の
如

く

ス
ミ
ス
が
分
業

の
弊
害

を
認

め
抱
車
實

は
、
果

し
て
博
士

の
謂
は

る

、
様

に
、
彼

れ

の
資

本

主
義
経
済
學
者
に
め
ら
ざ
る
こ
あ

藤

こ
な
り
得

る
か
ど
　
か
?

私
は
此
瓢

に
も
亦
疑
問
な
き
を
得
な

い
・

33)WealthofNations,Bk.V,Ch.1,PT.III,Ar亡 .11,(Cannan,sed.Vol.

11,PP.267-269).

34)例 へ ば 、 同 上 、Vo

35)商 學 研 究 、 前 掲 號
、

1.1,PP.128-129

四 〇 六 頁 。

・Vol.II,P.192.

、

k

響



元
来

ス
ミ
ス
が
此

の
如
く
分
業
の
弊
害
を
論
じ
把
の
は
一
言
ふ
ま
で
も
な
く
分
業
を
唐
寇
せ
ん
爲

め
の
議
論
で
は

　

な

い
・
『
是
等

の
映
階
を
救
濟

ぜ
ん

ご
す

る
こ
ご
は
、

翼
面

目
な
注
意

に
値
す

る
問

題
」
で
あ

り
、
妥

、
の
救
濟

は

事
實
可
能

で
あ

る
こ
ご
を
彼

は
信

じ
だ
。

否

ス
ミ

ス
の
分
業
弊

害
論

は
、
彼

れ

が
国
民
的
普
通

敢
育

を
　口回
聘

し
、

ま
蓄

備
軍
制
度
を
表

せ
ん
た
め
の
有
力
な
論
讐

な
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
今
若
し

ス
・三

が
資
奎

義

経
済

の
羅

を
器
ぐ
る
の
故
を
以
っ
て
、
彼
れ
は
資
奎

義
経
濟
學
者
で
な
い
三

・口
ひ
得

る
な
ら
ば
、
事

し
も

右
の
分
業
弊
害
論
を
指
摘
す
る
を
要
し
な
い
。
が

有
数
な

多
あ

盤

を

製

す

る
こ
ご
が

出
来

る
で
あ
ら

う
・
併
し
乍
ら
私
は
、
既
に
述

ぶ
る
が
㌍

、
資
本
主
轟

濟
學
者
で
あ
る
か
ど
・フ
か
の
問
題
は
、
さ
・フ
し
セ
所

に
顧

別

の
標
準

が
あ

る
も

の

こ
は
信

じ
な

い
。

コ

も

荷
ほ
之
に
關
囃
し
て
興
味
あ

・

あ

問
題
獲

っ
て
居
・
。
そ
れ
は

…

が
分
業
か
ら
直
接
呈

す
る
弊
害

を
捉

へ
て
、
直
ち

に
そ
れ

が
『
耐
欝

的
精
神
」
か
ら
生

す

る
弊
害

で
あ
る

ご
徹

し
、
更

に
博
士

が
之

に
駐
響

し

て
、

そ
れ
は
『
案

嘉

的
精
型

か
ら
生
す
る
を
の
で
あ
る
喜

ら
る
無

で
あ

乃
。
即
ち

ス
、、、
ス
に
於
て
分
業
は
商

業
的
緯

高

覗
せ
ら
れ
・
更
掻

吉

松
券

業
は
資
本
主
義
的
精
神

高

説
せ
・。
れ
て
居
・
の
で
あ
っ
て
、

極
め
て
不
用
意
の
間
に
現
は
れ
髭

の

些
細
な

・
嘉

、

私

に
は
甚
だ

興
味
あ
る
・
あ

を

し
て

馨

ら
れ

る
。
元
来

ス
ミ
ス
が
研
究
の
対
象
こ
な
し
尭
も
の
は
、
大
鑑

に
於
て
資
本
主
義
縄
濟
組
織

に
属
す
る
も
の
で
あ
る

が
・

ス
ミ
.ス
髭

の
組
織
を
以
っ
て
長
き
期
間
に
亘

・
歴
史
的
震

の
成
果
で
あ
る
看

做
し
把
に
も
拘
ら
す
、

そ
れ
が
長
き
漿

に
亘
っ
て
歴
史
的
叢

を
続
け
る
げじ
あ
ら
　
こ
・
を
無
意
識
に
認
め
、
肚
曾
組
織
の
歴
史
的

一

形
態
を
以
っ
て
世
あ

一
般
的
形
態
籍

徹
す
.の
傾
要

有
し
て
臭

の
で
あ
る
。
で

フ
し
て
此
の
事
は
美

讐

盟

苑

ア
ダ

・
三

・・三

の
嚢

編

・
て
瀟
田
孚

の
敷
を
乞
ふ

華

客

墾

義

一
Q
七
)

九
　八
九

36)工.ectures・P・259・
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設

苑

ア
ダ

・
三

・三

の
墨

書

聞
し
て
富

惇
士

の
教
を
乞
ふ

筆

暮

(
第
五
號

一
〇
入
)

九
七
〇

於

て
資
本
主
蓬

濟
學
者

に
共
通

の
特
徴
を
な
す
も
の
で
め
る
が
、
此
の
如
き
立
場
に
立

つ
時
は
・
分
業
蕎

業

.

嘉

離

る
。
。
、
ぎ
る
親
書

し
て
現
は
・

乗

る
・
・
は
極
・
て

當
然
・
…

。

蓋
・
私
・
嘗
・

述

礒

様

に
、
「
分
業

に
依
る
生
産
i

富

の
肚
會
的
生
産
ヨ

は
、
そ
れ
自
身
に
於
て
成
立
ル
得
る
も
の
で
は
な

い
。一
資

本
主
義
経
濟

に
あ
っ
て
は
、
分
業
は
個
人
的
交
換
に
よ
る
頁
買
制
即
ち
商
業
を
前
提

こ
し
て
の
み
成
立
し
得

る
も

の
で
あ
っ
て
、
商
業
な
く
し
て
分
業
は
な
い
。
.又
分
業
の
曇
達
な
く
し
て
商
業
の
登
達
は
期
し
難

い
。
両
者
は
資

本
主
義

の
経
済
組
織

の
下
に
於
て
は
密
接
不
可
離
の

關

係

に
あ
る

か

ら
、
そ
こ
で
刎
欝
の
登
達
か
ら
起
る
弊
害

も

も

を
捉

へ
て
、

直
ち

に
商
業

の
登
達
よ
り
起

る
不

便
で

あ

る
こ

い
ふ

ス
ミ
ス
の
不
用
意

な
言

葉
が
あ

る
繹

で
、
其

は

ス
.、、
ス
こ
し

て
は
極

め
て
當
然

の
こ
ご
で
あ

る
。
然

る
に
資
本

主
義
経
済
組
織
を

以

っ
て

一
の
歴
更
的
形
態

に
過

ぎ
ぬ
ご
観

る
所

の
肚
會
主
義

縄
濟
學
者

に
あ

っ
て
は
、
分
業

ご
商

業

ご
は
必
ず
し
も
不
可

離

の
も

の
で
あ

る
ご
は

考

へ
な

い
。
『
私

的
交
換

が

分
業
を
豫
想

す

る
こ
ご

は
正
し

い
が
、
分
業

が
私
的
交
換
を

豫
恕

す

る
こ
い
ふ
こ
ご

　

は
誤

り

で
あ

る
」

ご

マ
ル
ク
ス
の
謂

つ
把
機

に
、

分

業
は
必
ず
し
も
智

利
的
商
業

を
豫

恕
し
な

い
。
爾
者

が
不
可

離
の
關

係

に
め

る
は
、
軍

に

一
の
歴
史

的
形
態

に
過

ぎ
な

い
ご
見

る
か
ら
、
此

の
涙
の
學

者

に
あ

っ
て
は
此

の
如

き
爾
者

の
混
同

を
生

す

る
謂
れ

は
な

い
で
あ

ら
う
。

果
し

て
然

ら

ば
、

ス
尋

ス
が
不
用
意

の
間

に
認

め
た
肝

の
分

業

ご
商
業

こ
の
同

覗
は
、
却

っ
て
彼
れ

が
資

本
主
義

繹
濟
學
者

で

あ
る
こ
ご
を
自

ら
裏
書

す

る
も

の
で
は
な

か
ら

う
か
?
.

さ
う
し
て
更

に
之
を
資

本
主

義
射
精
紳

ご
同

視

せ
ら
れ
た
幅

田
博
士
も
亦
、
同

じ
理
由

に
依

っ
て
資

本

主
義
経
済
學
者

の
部
類

に
属

せ
ら
れ

る
の
で

は
な

か

ら
う
か
?

そ
れ
は
兎

も
角
、
幅

田
博
士
は
、
「
ア
ダ

ム
.・
ス

、、、
ス
が
資
本
主
義

の
代
表
者

だ

の
創
立
者

だ
め

い
ふ
事

は
ど

こ
か
ら
出

て
来

る
の
か
、
真
妄
な

る
こ
ご
は
三
頁

か

37}拙 稿「ス ミス の債 格 論 と分 配 調(鯉 濟 論 叢第+八 巻第 一 臨 一五 二

頁)。
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O

西
諸

ん
で
見
れ
ば
す
・
解
垂

で
・
・
プ

謂
は
れ
・
、
以
上
の
個
所
を
蕪

・
…

居
・
が
、
.私
・
事

し
も
左
様

に
考

へ
な

い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
却

っ
て
ス
三

の
資
本
主
義
讐

學
者
で
あ
る
.、
ご
を
謹
明
す

る

一
の
讃
篠
.
こ
な
り
得

る
も

の
で

は
な

か
ら

う
か
ご

思

ふ
。

三

'

ス
ミ
ス
が
資
本
主
義
纒
濟
學
者

に
あ
ら
す
し
て
、
厚
生
哲
學
の
岡
士
で
あ
る
ご
博
士
切
主
張
さ
る
、
第
三
の
理

ロ

由
-

寛

ら
途

臨

1

は
・
『
磐

誓

　

・尋

・・寅

・
・

を
藁

し
患

・
一

こ
ざ
・
關
す

る
。
博
士

に
從

へ
ば
・

ぞ

三

が

冒

　

危

・
…

§

嬉

し
て
駕
し
褒

讐

、
含

の
言
葉
を
以
っ
て
云

へ
ば
資
本

主
義
讐

鋳

す
・
攻
撃

あ
る
ぽ

何
故
か
・
い
ふ
に
、
彼
れ
の
攻
撃
の
難

は
、
『
彼
筆

日
.
.。、
。。二
.・。旦

は

國

の
富

を
殖

や
す
事

を
目
的

こ
し

て
、

困
民

の

〆調δ
臣
話

を
国
民

の
厚

生

を
進

め
る

こ
い
ふ
事
は
眼
中

に
お
か
な
.

い
冒

い
嘉

に
あ
嘉

ら
で
あ
・
。
私
は
先
づ

ス
三

の
重
商
圭
養

墜

の
難

が
、
博
士

の
言
は
る
、
所

に
あ

る
炉
ど
　
か
を
吟
味
し
陀
い
・
成
程
彼
れ
が
重
商
主
義
を
論
じ
た
『
諸
國
民
の
富
」
の
第
四
窓
の
中
、
其
の
最
初

の

章

に
は
、
富

に
關
す
る
重
商
主
義
の
誤
.解
が
攻
撃

さ
れ
て
あ
る
。
彼
等

の
主
張

-

『
寓
は
貨
幣
若
く
は
金
銀
に

の

存
乳

」
一

編

し
て
彼
れ
の
主
張
す
る
所
は
、
『
富

は
貨
幣
脊

は
金
銀
に
在
ら
す
し
て
、
土
地
及
び
劣
働
の

生
産
物

に
存

す

る
一
こ
ご
に
あ

っ
陀

か
ら
、
此

の
鮎

か
ら

見

る
時

は

ス
ミ
ス
の
攻
撃

は
、
博
士

の
言

は

る
、
様

に
、

彼
等
が
国
民
の
講

を
目
的
書

す
し
て
貨
幣
を
目
的

乞

蕪

に
あ
っ
藻

に
も
思
は
れ
る
が
、
併
し

.
一、、三

が
貨
幣
の
蓄
積

に
反
謝
し
た
重
な
る
理
由
は
、
そ
れ
が
人
間
の
幸
福
ご
無
關
係

で
あ
る
こ
い
ふ
鮎
よ
り
も
、
寧
ろ

規

範

・
ダ
三

・三

の
嚢

に
醂
し
て
福
稲
博
士
の
整

乞
ふ

華

客

(節
義

6

九
v

九
七
一

39)

40)

4】)

42)

43)

44)

商 學 研 究 、前掲 號 、 四 〇 六 頁。
同 ヒ、 四 二〇 頁 。

同上 、 四二 ー・斑 。

賄 轟 叢 誌。、,Bk.IV.Ch.1,(C。_・ 、ed。V・L・,。.396).
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設

苑

ア
ダ
ム
・
ス
ギ
ス
の
學
詑
に
附
し
て
畑
田
陣
士
の
敷
を
乞
ふ

第
十
八
巷

(第
五
號

一
一
〇
)

九
七
二

貨

幣

の
蓄
積

は
貴
行
不

可
能

で
あ

る
こ
の
理
由

に
よ

る
。
即

ち

「
歓
羅
巴

の
総

て
の
困

民
は
、
其

の
各

室
の
國
内

灘
購
繕
射
つ囎
鷲
灘
隠即縮
織
鱗
総
鱗
.　

る
な
ら

ば
、

政
府

が
如
何

に
不
寝
番
を
し

て
も
其

の
輸
出
を
防
ぐ

こ
ご
は
出
来
な

い
し
、

…
…

…
之

に
反
し

て
着

物

し
或

る
國

に
於

て
是
等

の
分
量

が
有
数

需
要

に
不
足

す

る
な
ら

ば
、

・…
G
…
政
府

は
其
れ
を
輸

入
す

る
こ
ご
に

つ

鴫

高

等
・
響

・
必
要
毛

・
・
で
あ
ら
も

此
・
場
合
馨

其
の
輸
入
・
防
が
と

し
て
・
藁

莱

ぐ
る
こ

軸

・
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
・。」
「如
何
・
諜

塞

律
回
を
設
け
て
　

『如
何
に
藷

な
關
税
㌫

を
制
定
し
て
も
・

御

廟
鑛
難
解
謹
製
瞠鎚
翻鍵
驚
概麺
撫
覧
簿
襲
髪
綴
…

位
、
政
府

の
注
意
が
不
必
要
な

こ
ご
に
用

ひ
ら

る
、

こ
ご
は
又

ご
あ
り
得

な

い
]

こ
い
ふ
の
が
ス

ミ
ス
の
意
見

で

.

聴

あ
る
つ
是
じ
由
り
て
朋
ら
か
な
る
如
《
、
彼
れ
が
重
商
主
義

に
反
撤
し
て
金
銀
の
蓄
積
を
排
斥
す
る
所
以
は
、
そ

暗

れ
が
政
府
の
カ
を
以
つ
・
し
・
・
不
語

・
宥

、
從
・
て
砦

如
・
政
策
茎

禾

必
要
・
あ
っ
・
、

一
國
賞

勲

}

f

o

o

Q

o

幣
の
過
不
及
は
自
由
放
任
政
策
に
よ
っ
て
完
全

に
調
節

せ
ら
る
、
こ
ご
を
主
張
す
る
黙
に
あ
る
σ

イ

　

　

ヰ

留

号

p

ス
、、、
ス
が
重

金
政
策

に
反
射
す

る
第

二
の
理
由

は
、

そ
れ
が
軍

に
不
可
能

に
し

て
不
必
要

な

る
の
み
な
ら
す

、

み

コ

リ

　

コ

器
㎜
朗

国
富
の
増
進
上
有
害
で
あ
る
ざ
い
ふ
鮎

に
あ
る
。
併
し
此
の
場
合
で
も
、
金
銀
の
蓄
積
が
人
間
の
幸
福

に
有
害
で

ラ

ヨ

ラ

タ

う

　

ア

　

　

あ

る
か
ら
で
は
な
一

て
、
其

の
爲

め
に
探

る
所

の
政

府

の
干
渉
政
策

が
.
富

の
生

産

の
上

に
有
害

で
あ

る

こ
い
ふ

4
4
4
4
、



黙

に
論
擦
を
置

い
て
居

る
。

彼
れ
は
此
の
第
四
巻
第

一
章
の

最
後
に
述

べ
て
、
「
富

が
金
銀
よ
り
成
る
こ
い
ふ
こ

ご
、
弄

び
に
是

等
の
憲

が
鑛

山
を
蓼

ざ

る
國

に
齎

ら
さ
れ

る

の
は
貿
易
差
額

.........に
依

っ
て
の
み
爲

し
得

.
ら
れ

る
こ

い
ふ
こ
ご
、
此
の

二
つ
の
原

理
が
打

ち
立

て
ら
れ

る
ご
、
國

内
消
費

の
た
め
の
外
国
貨

物
の
輸
入
を
出

来

る
丈

け
少
か
ら
し
む

る
こ
ご
、
、
國
内
産
業

の
生

産
物

の
輸
出
を
出
家

る
丈

け
多

か
ら
し
む

る
こ
ご
、
が
、

必

エ
ン
ヂ
ソ

然
的
に
政
治
経
済
の
大
目
的
こ
な

っ
て
来

る
。
從
っ
て
國
を
富
ま
す
た
め
の
二
つ
の
大
き
な
機
緻
鳳
、
輸
入
の
制

の

限
ご
輸
出
の
奨
拗
で
あ
っ
柁
臣
ご
言

ひ
、
第
二
章
以
下
第
七
章
に
至
る
六
章
に
於
て
、
輸
入
制
限
に
關
す
る
二
問

題
ご
、
輸
出
奨
働

に
關
す

る
四
つ
の
政
策
ご
を
論
究
し
て
居
る
。

さ
う
し
て
是
等
の
政
策
は
、
そ
れ
が

「
年
々
の

ヘ

セ

め

コ

セ

カ

生
塵
物
の
償
値
を
増
加
す

る
か
、
若
く
は
減
少
す
る
傾
き
あ
る
に
從
っ
て
、
明
ら
か
に
其
の
國
の
眞
の
富
及
び
牧

人
姦

如
し
若
く
は
減
少
す
る
筈
で
あ
る
こ

の
見
地
か
ら
・
『
是
等
の
衝

が
英
国
肇

の
年
・
の
生
産
物
の

上

に
如
何
な
る
結
果
を
齎
ら
し
陀
か
を
吟
味
せ
ん
一

ご
じ
セ
も
の
で
あ
る
。
之
が
吟
味
の
結
果
は
、
要
す
る
に
、

内
國
産
業
の
振
興
を
目
的
こ
す
る
轍
入
制
限
も
、
貿
易
差
額
を
目
的
こ
す

る
輸
入
防
遏
も
、
輸
出
奨
胤
の
爲
め
に

す

る
戻
税
も
補
助
金
も
特
恵
條
約
も
植
民
地
濁
占
も
、
何
れ
も
総
て
、
眞

の
國
富
を
増
進
す
る
所
以
で
な

い
ご
言

ふ
に
あ
る
。

.

成
程
博
士
の
指
摘
せ
ら
る
、
標

に
、

ス
ミ
ヌ
は
、
「
言
臼
8
葺
一。
・・蕩
冨
日

に
於
て
、
浦
費
者
の
利
益
が
殆
ん
ど

鋤

常
に
生
産
者
の
利
益
の
爲

め
に
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
て
居
る
」

こ
ご
を
主
張
す
る
。
併
し
乍
ら
之
を
以
っ
て

ヌ
ミ
ス

が
商
人
若
ぐ
は
資
本
家

の
利
己
的
活
動
を
攻
撃
す

る
も
の
で
あ
る
ご
徹
す

こ
ご
は
、
少
し
く
早
計

に
過
ぐ
る
の
疎け

な

き
か
?
・

後

に
述

ぶ

る
が
如
ズ
、
ス

ミ
ス
が
個
人

の
利

己
的
活
動

を
是
認

す

る
所

以
は
、
そ
れ

が
『
見
え
ざ

る
手
』

跳

苑

ア
ダ
ム
・ス
ミ
ス
の
學
誰
に
閲
し
て
画
田
博
士
の
敷
を
乞
ふ

第
十
八
巷

(第
五
鵬

一
一
一
)

九
七
三
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63)
54)
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設

苑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
學
論
に
聞
し
て
岡
田
簿
士
の
敬
を
乞
ふ

第
十
入
巻

(第
五
號

一
一
二
)

九

七
四

に
導
か
れ
て
冒

然
的
若
く
は
寧
ろ
必
然
的
ゼ

肚
會
の
釜

を
慧

す
る
・
認
め
・
誓

で
あ
・
・
此
の
根
本
思

想

か
ら
見

て
、
彼

れ
が

客
。
「8
昌
匹
。
。・}韓
Φ旨

の
下

に
於

け

る
商

人

の
利
己

的
活
動

を
否

認
す

べ
き
謂
れ
は
な

い
。

『
余
は
、

か
の
公
益

の
π

め
事
業
を
畳

む
ざ
聡
す

る
人

々
に
よ
っ
て

多

く
の
善

事

の
爲

さ
れ

湿
る

こ
ご
を
曾

て
聞

も

カ

か
な

い
。
商
人

の
中

に
は
、

斯
様

の
こ
ご
を
標

榜
し

つ
、
あ

る
者

為
稀
で
な

い
け
れ
ど

も
、

言

ふ
ま

で
も
な
く
之

鋤

■

は
無
用

の
沙

汰
で
あ

る
。
』
こ
れ

が

ス
ミ
ス
の
言

ふ
所

で
あ

る
。
私

の
見

る
所

で
は
、

ス
ミ

ス
の
重

商
主
義

に
封
ず

セ

あ

る
攻
撃
の
要
貼
は
、
彼
等
個
人
の
利
己
的
精
神

に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
彼
等
の
国
家
若
く
は
政
府
が
採
る
所
の

し

ら

保
護
干
渉
制
度

に
あ
る
。
国
家
が
奨
拗
若
く
は
制
限
を
設
け
て
私
人
の
企
業
を
左
右
す
る
が
如
き
は
、
『
立
法
者
の

ザ
　

の

出
過
ぎ
セ
.お
せ

っ
か

い
で
あ

り
、」
そ
れ
は

「
明

ら
か

に
趣

迫
で
あ

る
ご
共

に
潜

越

で
あ
る
』

ご
主
張

す
る
黙

に
あ

る
。
此

の
主
張

の
下

に
彼
れ

は

目
①
「B
討
匪
。
。・寅

①
日

を
攻
撃

し
、
更

に

〉
αq
「h2
彗

巨

超
し。密
旨

を
攻
撃

し
、

さ

う
し
て
最
後

に
到
達
し

た
結
論

は
、
「
奨
絢

若
く

は
制
限

の
総

て
の
制
度

が
.此

の
如

く

完
全

に
取

り
去
ら
れ

て
し

オ
ノ
ヅ
カ

ま

ふ
ご
、
自

然

的
自
由

こ

い
ふ
簡

軍
明
瞭
な
制
度

が

自

ら
成
立
す

る
。
あ
ら

ゆ
る
人
間
は
、
正
義

の
法

則
を
犯

・

さ

い
る
限

b
、
彼
れ
自

身
の
利
益
を
自
ら
追
及
す

べ
く
、

完
全

に
自

由

に
放
任

せ
ら

れ
、

…
…
…
元
首

は
、
人
間

の
知
慧
や
知
識
を
以
っ
て
は
適
當
に
途
射
す
る
こ
ご
の
出
来
な
い
所

の
粍
務
一

私
人
の
産
業
を
管
理
し
、
若
く

は
其
を
導

い
て
肚
會
の
利
益
に
よ
り
最
も
通
常
【な
事
業

に
向
け
し
む
る
こ
い
ふ
任
務
1

か
鼻
完
全
に
責
任
を
免

鋤

.

か
れ

る
』

所

の
、
所
謂
自

由
放
任
政
策

に
あ

っ
に
。

此

の
如

く

ス
ミ
ス
の

日
興
B
目
窪
①
。。閤
定
日
.
に
謝
す

る
攻
撃

の
要
鮎
が
、
彼

等

の
採
る
所

の
保
護
干
渉
政
策

に

あ

っ
だ
こ
す
れ

ば
、
彼

れ

が

日
興
8
p
窪
。
・・誘
冨
ヨ

を
攻
撃

し
見
事

實

は
、
博
士

の
謂
は

る
、
様

に
彼

れ

が
厚
生

.

弔

9

8
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哲
學

の
主

張
者
で
あ

る
こ
ご
を
眼
振

づ
け
る
よ

ゲ
は
、

寧

ろ
却

っ
て
、
彼
れ

が
自

由
放
任
論
者

こ
し

て
資
本
主
義

経
済

學
者

の

一
特
徴

を
具

へ
て

る
把

こ
ご
の
裏
書

こ
な

る
も
の
で
は
な
か
ら
う

か
?

四

博
士

が

ス
ミ
ス
は
資
本
主
義

経
済

學
者

で
な
く

て
、
厚

生
哲

學
の
圃
士
で
あ

る
ご
主
張

さ
る

、
第

四
の
論
擦

ご

晦

見

る

べ
き
は
、

ス
ミ
ス
が
『
消
皆

は
生

産

の
唯

一
の
目

的

で
あ
る
」
こ
ご
を
主

張

し
.
從

っ
て
今

日
の

「
資
本

的
便

の

絡

縫
濟

の
や
b
か
把
は
、

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
に
於

て
は
全
然

否
認

せ
ら
れ

て
居

る
」
こ
い
ふ
貼

に
あ

る
。
今
若

し
彼

れ

が
、
贋
絡

繹
濟
を
「
全
然

否
認
」
し

て
、
之

に
代
.ふ

る
に
必
要
経
済
を

以

っ
て
す

べ
き

こ
ご
を
論

じ
だ

の
が
事
實

こ
す
れ
ば
、
博
士

の
説

は
實

に
ス
ミ
ス
に
關
す

る
驚

一

べ
き
螢
見
で
あ

っ
て
、

ス
ミ

ス
は
明

か
に
肚
曾
主
義
経
済

學
者

の
部
類

に
入
る

べ
き
も

の
こ
な

る
の
で
あ
る
が

、
私

は
此

の
黙

に
就

て
も
亦

.
博
士

の
敷
を
乞

ふ

べ
き
多

く

の
も
の
を
有

つ
。

)お

第

一
に

博

士

が

指

摘

さ

る

、
所

の

、

∩
。
自

己
日
冨

9

猛

9
Φ

・
9
Φ

窪

ユ

岩

匹

℃
じ
ぞ

。
的
Φ

。
頃
"
目

"
『。
亀
=
。
瓜
。
⇒
こ

い

ふ

ス

ミ

ス
の

文

句

は

、

如

何

な

る

内

容

を

意

味

す

る

か

、

之

を

以

っ

て

博

士

の
断

ぜ

ら

る

＼

様

に

、

資

本

的

債

格

モ

ヘ

マ

も

た

セ

経
済

を
否
認

し
た

ご
認

め
る
こ
ご
が
出
家

る
か
ど
う

か
?

思

ふ
に
此

の
文
句

は

必
ず
し

も
個
」々

の
生
産
者

が
消

費

を
直
接

の
目
的

こ
す

べ
き
を
言

ふ
も

の
で
な

い
こ

ご
は
、
分

業

の
螢
蓬
を
最
も
重
大
覗

し
た

ス
、・、
ス
の
見
解

か

ら
極

め
て
明
瞭

で
あ
ら
う
。
私

の
見

る
所

に
よ
れ
ば

、
初巳
。
。巳

磐
仙
霊

昭
島
の

は
個

々
の
生
産

者
の
目
的
を
指

お

ち

す

も
の
で
な
ぐ

、
國
家
.の
立

法
上
ヌ

は
政
策

上

の
目
餉

を
指
す

も

の
、
横
で
あ

る
。
何

こ
な
れ

ば
、
彼

は
直
ち

に

右
の
文
句

に
続

い
て

『
生
産
者

の
利
益

は
、
唯
其
れ

が
消
費
者

の
利
益
を
増
進
す

る
セ
め

に
必
要
で
あ

る
限

り
に
.

説

苑

ア
ダ
ム
三

ミ
ス
の
學
説
に
闘
L
て
稲
田
博
士
の
敏
を
乞
ふ

第
+
八
巻

(第
五
號

=

三
)

九
七
五

f:0)

6工)

62)

商 事研 究 、前 掲 號 、 四二 〇頁 。

同上 、 四=o頁 。
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設

茄
「

ア
ダ

ム
」
ス

ミ

ス
の
學

設

に
聞

し

て
幅
田
櫨

士

の
歌
を

乞

ふ

第

十

入
巻

(
第

五
號

一
一
四
)

九

七
六

、

、
.

鋤

於

て
の
み
、
(政
府
か
ら
)
留

意

さ
る
べ
き

(o
【梶
穿

δ

σ
Φ
餌
零
Φ口
α
区

什o
)
も
の
で
あ

る
」

こ

い
ひ
、
荷

ほ
続

い
て
、

消
費
者

を
損
し

て
生
産
者

を
利
す

る
も

の
こ
し

て
輸

入
制
限

及
び
輸

出
奨

働
を
攻
撃
し

て
居

る
か
ら
で
あ

る
。
他

面

に
於

て
、
既

に
遊

ぶ
る
が
如
く

ス
ミ

ス
は
個
人

の
利
己

的
活
動

を
是
認
し
、
叉
之

を
是

認
す

る
こ
ご
が
砒
曾

に

ご

つ
て
最
も
有
利

で
あ

る

ご
徹

す
も

の
で
あ

る
か

ら
、
個

々
の
生

産
者

の
唯

一
の
目

的
は
、
彼

れ

に
從

へ
ば
自
利

以
外
に
あ

る

べ
き
筈
は
な

い
。
從

っ
て
『
消
費

は
生
産

の
唯

一
の
目
的

で
あ

る
」
こ
い
ふ
文
句

は
、

必
ず

し
も
自

利

が
総
て

の
生
産
者

の
唯

一
の
目
的
で
あ

る
こ

い
ふ
文

句

ご
矛

盾
す

る
も

の
で
な

い
。

否
、
爾
者

の
間
に
何
等

の
矛

盾

も
存

し
な

い
ご
認

め
る
所

に
、

ス
ミ
ス
経
濟
學

の

根
本

的
特
徴

が
横

だ
は
る
榛

に
思
は

る
惹
。

而
し

て

ス
ミ

ス
が
否
認
し
陀

ご
博
士

の
謂

は
る
、
『
資

本
的
債
格
経
済
」
の
意
味

が
、
今

日
普
通

に
謂

は
る
、
便

し

も

も

カ

う

り

格
経
濟

を
意
味
す

る
も
の
な
ら

ば
、

そ
れ

は
生
産

の

側
か
ら
見
れ

ば
、
個

々
の
生
産

者

の
生
産
を
爲
す
動
機

が
、

一
に
其

の
生
産
物

を
賣

る

こ
ご
に
よ
り
て
得

ら
る

、
利
潤

に
あ

る
二
ご
を
意

味
す
る

に
外

な
ら

論
。
從

っ
て
個

々

し

も

の
生
産
者
の
目
的
は
、
生
産
物
そ
の
物

に
な
く
て
利
潤
を
引
出
す

べ
き
生
産
物
の
儂
格
に
あ
る
。
他
の
言
葉
を
以

し

し

ヤ
　

も

も

ヤ

も

も

っ
て
言

へ
ば
、
生
産

が
交
換
の
爲

め
に
行
は
る
、
経
済
組
織
に
外
な
ら

ぬ
。
此
の
場
合
に
於
け
る
生
産
の
目
的
ご

ヘ

ロ

ち

し

し

は

、
個

々
の
生
産

者

の
個
人
的
目
的

を
意
味

す

る
も

の
で

あ
る
か
ら
、
債
格

経
済

を

『
全

然
否
定
』

す

る
π
め

に

は
、
個

々
の
生

産
者

の
螢

利
的
活
動

を
否
定

せ
ね
ば

な
ら

距
。
然

る
に

ス
ミ

ス
が

『
消
費

は
生
産

の
唯

一
の
目
的

し

し

ゴ

も

あ

や

も

し

で
あ
る
」

ご
謂

へ
る
場
合

の
生
産

ご
は
、
薙

に
考

讃

す

る
が
如

く
、
生
産

に
甥
す

る
國
家

の
態
度

を
示
す
も
の
で

あ

っ
て
、
必
ず
し
も
個

々
の
生
産
者

の
智

利
的
活
動

を
否
定
す

る
も
の
で
な

い
。
從

っ
て

ス
ミ

ス
の
右

の
文
句

を

以

っ
て
、
今

日

の
便
格

経
済

を
否
定

す

る
も

の
で
あ

る
ご
徹
す
博
士

の
設

に
封
し
、
私

は
十
分

に
承
服

し
能

は
ざ

63)ibid.,Vol.11,p・159・
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る

も

の

で

あ

る

。

覧ン

ユ

の

　
　

借
…て
、
西
田
博
士
の
指
摘
せ
ら
る
、
如
く
、
今
日
の
経
演
組
織
は
「
償
格
の
世
界
』
で
あ
り
『
慣
格
所
得

の
世
界
』

で
あ
る
。
『
併
し
乍
ら
此
の
意
味

に
於
て
の
償
格
所
得

を
鯨
計
得
る
ご
い
ふ
事

が
、
果
し
て
本
営

の
人
聞
の
奉
祠
を

進

め
る
の
か
、
本
當
に

≦
.色
猷
話

を
進

め
て
居
る
の
か
」

こ
い
ふ
鮎
に
至

っ
て
は
、
大
き
な
疑
問
で
み
っ
て
、
私

は
此
織
に
於
て
博
士

の
悲
観
説

に
全
ぐ
共
鳴
す

る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
輩

に
注
意
を
要
す
る
は
、
肚
曾
組
織

こ
し
て
の
債
格
纒
濟

に
射
す
る
非
難

ご
、
科
畢
ご
し
て
の
債
格
経
済
學
に
封
ず
る
非
難
ご
を
混
同
し
て
は
な
ら
ぬ

こ
い
ふ

こ
ご
で
あ
る
。
最
近
偵
格
経
済
組
織

に
撤
す

る

反
感
の

高
ま
っ
て

摩
る
に
從

っ
て
噛
慣
格
纒
濟
學
ま
で

も
之
が
爲

め
に

萌
せ
ら
れ
る
様
に

見
え
る
の
は
、
私
の

遺
憾

に
思

ふ
所
で
あ
る
。
生
産
が
変
換

の
爲

め
に
行
は

れ
、
分
配
が
交
換

に
よ
っ
て
行
は
る
、
今
日
の
経
済
組
織
を
ば
、

一
個

の

m。貯

こ
し
て
取
扱
ひ
、
之
に
向

っ
て

あ

や

も

も

科
學
的
研
究
を
進

め
ん
こ
す
る
今
日
の
経
済
學
は
、
そ
れ
が

田畠
。旨
を
取
扱
ふ
哲
學
に
あ
ら
ざ
る
限
り
、
叉
そ
れ

が

ω6ぼ
聾
∩
穿
象

を
取
扱

ふ
政
策

に
あ
ら
ざ
る
限
り
、
償
値
潜
く
は
償
格
の
生
産
分
配
を
除
外
す
る
能
は
ざ
る
は

當
然
で
あ
ら
う
。
研
究
の
対
象

が
慣
格
経
済
組
織
で
あ
る
以
上
、`
偵
格
経
済
學
が
科
學
こ
し
て
生
れ
る
に
何
の
不

の

思
議
も
な
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
其

の
研
究

の
対
象
を
ば
『
一
般
的
意
義
に
於
け
る
生
産
」
か
ら
限
定
一
て
、
『
近
代
の

あ

も

ヘ

コ

ロ

資
本
家
的
生
産
」
に
限
る
以
上
、

マ
ル
ク
ス
の
大
著

『
資
本
」
も
資
本
的
剰
鯨
慣
値
の
研
究

に
外
な
ら
な
か
っ
把
。

や

の

『
今

日
の
債
絡
経
済
學

は
行

詰

っ
て
居

る
」
ご
言

ひ
得

る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
贋

格
経
済
學

で
は
な

く
て
、
償
格
縷
濟

組
織

の
行
詰

り
に
相
違
な

い
。

.

言

ふ
迄
も
な

く

ス
ミ
ス
の

『
研
究
L
は

「
諸
國

民
の
富

の
性
質

及

び
諸
原
因
」
に
關

す
る
も
の
で
、

そ
れ
は
既

に

翫

苑

ア
ダ
ム
・ス
ミ
ス
の
墨
・醗
に
聞
し
て
耐
田
博
士
の
敏
を
乞
ふ
.

第
「十
八
巷

(第
五
號

】
】
五
)

九
七
七

り

掲
頁
頁
㎞

前
九
九
㎏

"

卸
翫
鐸
究

、
、
焉
馬
博
研

師學
上
上
訂
町
上
學

商
同
国
M
M
河
南

≧

)
)
一

4
5
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7

8

9
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'

説

苑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
孟
の
學
脱
監
關
し
て
編
旧
博
士
の
敏
を
乞
ふ

第
十
八
巻

(第
五
號

一
一
六
)

九
七
八

述

ぶ
る
が
如

く
、
生
産
組
織

の
歴
史
的

一
形
態

ご
其

の

一
般

的
形
態

ご
を
混
同

し
北
も
の
で
は
あ

る
が
、
併
し
其

砿

の
研
究
の
封
象
は
、
大
禮

に
於
て
合
目
の
資
本
主
義
纒
濟
組
織

に
外
な
ら
沁
。
既

に
彼
れ
の
研
究
の
封
象
が
償
格

馬

齢

経
濟
組
織

で
あ
れ
ば
あ

る
丈
け
、
ま

だ
之
に
封

ず

る
彼

れ

の
観

察
が
徹
医
す
れ

ば
す
る
丈
け
、
そ
れ
だ
け
官
田
に
關
…

.脚

皿

p

ゆ

す

る
理
論
的
研
究

は
償
値
乃
至
慣
格

を
除
外

あ
、9る

こ
ご
は
出
来

な
か

っ
た
筈

で
あ

る
。
彼

れ
は
人
間

の
生

活

に
必

叫

㎝

要
な
物
質
の
就
會
的
生
産
を
ば
、
分
業
ご
い
ふ
方
面
か
ら
観
察
し
だ
の
で
あ
る
が
、
分
業
ご
は

「彼
れ
自
身
を
し

㎝

諏

㎝

隠

　

し

し

じ

し

あ

ヘ

ニ

ア

ア

て
全

く

一
つ
の
仕
事

に
の
み
没

頭
せ
し
む
る
」
こ

ご
で
め

り
、
從

っ
て

『
各
人

は
交
換

に
よ

っ
て
生
活
す

る
」
こ
ご

m

T

蝋

㎡

を
意
味
す
る
。
叉
資
本
家
が
勢
働
者
を
傭
入
れ

生
産
手
段
を
購
入
し
て
生
産
を
瞥
む
の
は
、
『
彼
れ
の
生
産
物
を

白

"

罫

事

事

便

名

・
即
ち
勢
働
黍

原
料
の
搭

に
附
加
す
る
所
の
も
の
に
聳

て
・
甜

を
得
ん
が
爲

曲

㎜

馬

c。

ら

も

も

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

へ

ち

も

め
で
あ

b
・・:
・・…
彼
等

の
生
産

物
を
責
卸
す

る
こ
ご
に
依

っ
て
、
其

の
資
本

を
回
牧
す

る
に
足

る
も
の
よ
り
以
上

9

旧

α
E

エ

の

ヨ
エ

ユ

ロ
み

に
何
物

か
を
期
待

す
る
で
な
け
れ
ば
、
資
本
家
は
其

の
資

本
を

用

ふ
る

こ
ご
に
就

き
何
等

の
興
味
を

も
有

し
得

な

P

応
P
幡

エ

ヒ
エ

エ

れ

　

い
」

こ

い
ふ
.こ
ご
は
、
彼

れ
の
明
ら
か

に
詰

む
る
所

で
あ

る
。

換
言

せ
ば
、
資

本
主
義
纒
濟
組
織

の
下

に
於
て
、

帆

綱
帆
伊

ド

ア

絢

㌔

f

N

o

生
産

が
交

換

の
矯

め
に
行
は
れ
分
配

が
交
換

に
依

っ
て
行

は

る
、
こ
ご
は
、
胱

に
早
く

ス
ミ

ス
の
『
鋭
敏

な
頭
』
に

ぼ
　

り

　
　

　
　

ヨ

　

㎝

肪

on

回

読
雛

薄
襲

解
鄭難

妹讃
鷺

酵
齢
磐
裁
鞠
馨

響
{雛

　

　

e・
山
山
㎜
副
㎝
%

は
、
第

一.巻
十

一
章

の
中

そ
の
中
心
を
な
す

四
章
を
割

い
て
、
貨

幣
及

び
償

格

の
研
究

に
捧
げ

て
居
る
。

か
く

の

、

W
削
掴
伽
W
斑

P

如
く
し

て

ス
ミ

ス
に
あ

っ
て
は
、
富

ご
償
値
若
く

は
儂
格

ご
は
離

る
べ
か
ら
ざ

る
関
係

に
あ
る
。
固

よ
b
富

ε
慣

ユ

　

ラ
ラ
ラ

の

　

　

お

を

ら

　

値

ご
は
同

一
で
な

く
v
富

は
人
間

に
向

っ
て
幸
輻
を
齎

ら
す
外

物
で
あ

b
、
儂
値

は
是
等

の
外

物
の
絡

て

に
共

通

7
7
7
7
7
7

一



な

る

一
鳩

性
で
み

る
・
富

ご
債

値

あ

同
じ

か
ら
ざ

る
・
・
ご
、
猫

ほ
山

ご
山

の
高

さ
の
異
な

る
が
如

き
も

の
か
。

尤

も
由

な
く
し

て
山

の
高

さ
な
き

が
如

く
、
富

な
く

し
ヒ

債
値

は
あ
り

得
な

い
。
『
如
何
な

る
物

も
、
使

用
債
値

ドじ

た

る
こ
ご
な
く
し
て
、
債

値
陀
る

こ
ご
は
あ

り
得
な

い
回

の
で
あ

る
が
、
併

し
富

に
よ
り

て
得
ら

る

、
人
間

の
華

瓶
の
程
度
は
、
債
値
の
大

さ
に
依
存
す
る

も
の
で
は
な
く
て
、
直
接

に
富

の
大

で
1

容
積
重
量

若
く
は
個
数

1

に
依
存
す
る
慌

に
見
え
る
。
然
ら
ば
富

の
大
さ

ご
債
値
の
大

さ
ご
は
、
無
關
係
な
も
の
で
あ
り
得
貯
う
か
?

の

「
同

じ
時
、

同
じ
庭

に
於

て
は
、
総

て
の
商

品
の
實
質

慣
絡

ご
名

目
債
格

ご
は
、
互

に
正
確

に
比
例
す

る
』
ご

ス
ー-、

ス
も
言

ふ
通
ゲ
、
同

…
の
時
庭

位

に
關
す

る
限

り
、

當

の
大

さ
ご
慣
値

の
大

さ
ご
は

正
確

に
比
例

す

る
。
從

っ
て

ス
ミ

ス
は
到

る
所

に
於

て
、
国
民

の
年

々
の
生
産
物

ご
其

の
償
値
若
一
は
偵
格

ご
を
同

視
す

る
。

例

へ
ば

『
め
ら

セ

し

も

も

ゆ
る
肚
曾
の
労
働
に
依
っ
て
年
・
に
蒐
集
さ
れ
生
涯

さ
る
・
物
の
全
騰
、
若
直

同
じ
こ
・
に
蹄
す
る
所
の
(き

・
。

8
　

。ワ
葺

一

曇

ξ

)
其
の
蕎

ぼ

云

々
ず

い
ひ
、
叉
「
資
本
の
あ
ら
ゆ
姦

加
叉
は
減
少
は
、
螢
働
の

眞
の
分
量
即
ち
生
産
的
な
働
き
手
を
ば
、
自
然

に
増
加
叉
は
減
少
し
、
從
っ
て
其
の
結
果

ご
し
て
、
其
國
の
土
地

た

ヤ

も

あ

も

や

る

及
び
勢
働
の
年
〃
の
生
産
物
の
交
換
債
値
、
其
國
の
総
て
の
住
民
の
眞
の
富
及
び
収
入
を
ぱ
、
増
加
叉
は
減
少
す

の

る

に
役
立

っ
回

ご
も
言

っ
て
み
る
。
昆

に
由

り

て
見

れ

ば
、
彼
れ

は
少

く
こ
も
富

の
.大

さ
ご
債
値

の
大

さ
ご
が
互

に
比
例
す

る
も

の
な

る
こ
ご
を
認

め
て

み
る
。

さ
う

し

て
享
樂
逓
減

の
法
則
を
姑
一
度
外

に
措
く
な
ら

ば
、
富

の

大

さ
其
も

の
が
直
接

に
人

間

の
幸

福

に
比
例
す

る
の

で
あ
る

か
ら
、
同

一
の
時
庭
位

に
關
す

る
限

り
、

人
間
の
奉

祠

の
程
度

は
慣
値

の
大

さ
に
比
例
す

る
ご
見

る

こ
ご

は
誤
り
で
は
な
か
ら
う
。

私
は
博
吉

共
に
、

ス
・
ス
の
胸
中

に

註

馨

の
観
念
の
往
来
し
て
居
把
こ
ご
を
認
む
る
に
吝
で
な
い
。
殊

説

苑

ア

ダ

ム
・
ス
ミ

ス
の
學

蹴

に
聞

し

て
温

田
博
士

の
教
を

乞

ふ

第

十
.八
巻

(第

五
號

一

一
七
)

九

七
九

il
Marx,DasIくapilal,El.sterBand(S.7).

Wea】thofNations,Vol.1,p.39・
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ibid.、Vol.1,p.320・



説

苑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
學
説
に
聞
し
て
鵬
田
博
士
の
教
を
乞
ふ

第
十
八
雀

(第
五
號

一
}
八
)

九
八
○
.

に
彼

れ
の
経
済

政
策

の
原
理

が
、
國
民

の
幸
福

に
あ

っ
陀

こ
ご
は
疑

ふ
べ
く
も
な

い
。
併

し
乍
ら

、
其

の
故
を

以

っ
て
彼
れ
を
厚
生
哲
學

の
闘
士

で

あ
る
ご
言

ひ
得

る
な
ら
ば
、
凡

そ
政
策

を
論

ず

る
學

者

の
大
多
数
は
・

比

々
皆

然
ら
ざ

る
は
な

か
ら

う
。
殊

に
か
の

マ
川
ク

ス
の
如

き
、
其

の
惨
憺

な

る
生

涯
を
通

じ
て
、

人
類

の
車
輻

の
だ

め

に
奮
闘

し
た
も

の
は
、
正

に
厚
生
哲
學

の
第

一
人
者

に
推

さ
れ

ね
ば
な

ら

訟
で
あ
ら
う
。
私

の
見
る
所

に
依
れ
ば
、

彼
等

の
議
論

の
破
る

、
所

は
、
謂

ふ
所

の
幸
編
を
将
.来
す

る
に
當

っ
て
、
如
何

な

る
原

則
ご
手
段

を
主

張
す
る
か

の
黙

に
あ
る

ご
思

ふ
。
金
銀

の
蓄
積
を
唯

】
の
目
的

こ
し
た

ヨ
。
霜
雪
集

緯

で

さ

へ
、
人
間

の
幸
幅
が

そ
れ
に
依

っ
て
得

ら
れ

る

ご
考

へ
た
れ
ば

こ
そ
、

あ
ら

ゆ
る
奨

働

ざ
制
限

に
力
を

用

ひ
た
も
の
で

あ
ら

う
。

宮
醜
8
葺
房
け

が

ス
、、、
ス
・こ
臨
別

せ
ら
れ
、

ス
ミ
ス
が

マ
ル
ク

ス
ご
匪

別
せ
ら

る
、
要
鮎
は
、
彼
等

が
人

間
の
幸

福
を
思
念
し
た

か
否
か

に
あ

る
の
で
な
く
て
、
人
間

の
奉
祠
を
將
來

す

べ
き
手
段

を
何
れ

に
求

め
把

か

に
存
す

る
。
保

護
干
渉

政

策

に
よ

る
金
銀

の
蓄
積

に
依

っ
て
人

間

の
幸
幅

を
所

念
し
た
所

に

冒
。零
雪
沓
「湾

が
あ

り
、
自
由
放
任

政
策

に
よ

ノ

リ

て
国

民
の
幸

福
を
求

め
た
所

に

ス
ミ

ス
が
あ

り
、

資
本

の
公
有

ご
生
産

の
公
螢

に
依

っ
て
の
み
廣
く

人
類

の
幸

福
を
將
来
し
得

る
ご
信

じ
捨
所

に

マ
ル
ク
ス
の
特

徴

が
あ

る
。
私

は
斯

様
に
考

ふ
る
も
の
で
あ

る
。

θ


